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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　本体を有し、
　上記本体が、
　上記本体の前方部分の側の打撃フェースであって、ゴルフボールを打撃するように構成
された上記打撃フェースと、
　上記本体の底部分の側のソールと、
　上記本体の頂部部分の側のトップラインと、
　シャフトを収容するように構成されたホーゼルであって、上記本体のヒール側面の側に
位置決めされ、上記ヒール側面は上記本体のトウ側面と反対側にある、上記ホーゼルとを
有し、
　上記打撃フェースは当該打撃フェース内に形成された複数の溝を有し、当該複数の溝の
各々は上記打撃フェースに渡って水平方向に延び、当該複数の溝の各々は、０．５００ｍ
ｍ以上の溝幅ＧＷを有し、
　上記打撃フェースは前面表面を有し、各溝の上記溝幅は、各溝と上記前面表面との最も
上の交点と、各溝と上記前面表面との最も下の交点との間の距離であり、
　上記打撃フェースは中央領域、トウ領域、およびヒール領域を有し、上記中央領域は上
記溝の最もトウ側の部分から上記溝の最もヒール側の部分まで伸び、上記ヒール領域は、
上記中央領域のヒール側部がわにあり、上記トウ領域は上記中央領域のトウ側部がわにあ
り、
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　複数の細密溝が上記打撃フェースに形成され、上記複数の細密溝の各々は上記打撃フェ
ースに渡って上記溝と平行に伸び、上記溝および上記細密溝は相互に交差せず、上記複数
の細密溝の各々は０．５００ｍｍ未満の細密溝幅ＭＧＷを有し、上記細密溝幅は、各細密
溝と上記前面表面との最も上の交点と、各細密溝と上記前面表面との最も下の交点との間
の距離であり、
　上記打撃フェースは複数の溝なし領域を有し、上記溝なし領域は上記複数の溝の対をな
す溝の間に位置づけられ、上記溝なし領域の各々は少なくとも３本の細密溝を有し、
　下側オフセット幅ＯＷＢは、上記複数の溝の各々と上記前面表面との最も下側の交点と
、上記複数の細密溝と上記前面表面との最も近い交点との間の距離であり、上側オフセッ
ト幅ＯＷＡは、上記複数の溝の各々と上記前面表面との最も上側の交点と、上記複数の細
密溝と上記前面表面との最も近い交点との間の距離であり、溝幅ＧＷが０．７０８ｍｍか
ら１．００８ｍｍであり、上側オフセット幅ＯＷＡが０．３０２ｍｍから０．６０２ｍｍ
であり、かつ、下側オフセット幅ＯＷＢが０．３０２ｍｍから０．６０２ｍｍであること
を特徴とするゴルフクラブヘッド。
【請求項２】
　上記溝なし領域の各々は４本以上で８本未満の細密溝を有する請求項１記載のゴルフク
ラブヘッド。
【請求項３】
　上記トウ領域に限定的に設けられた複数の弧状溝をさら有し、上記溝、上記細密溝、お
よび上記弧状溝が相互に交差しない請求項１または２記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項４】
　上記複数の細密溝は上記打撃フェースの上記中央領域に限定的に設けられる請求項１ま
たは２記載のゴルフクラブヘッド。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、全般的には、ゴルフクラブに関連するシステム、装置、および方法に関し
、より具体的には改善された打撃表面を具備するゴルフクラブに関する。
【背景技術】
【０００２】
　ゴルフクラブは、ゴルフボールと組み合わされて、一般的に、ゴルフゲームにおいて、
最も基本的な道具であると考えられてきた。ゴルフゲームの進展と並行して、顕著な開発
がゴルフ道具業界にも発生した。ゴルフクラブも、ゴルファが、より正確に、より自在に
、ショットを行えるようにするために、他のタイプのゴルフ装置と同時に開発されてきた
。
【０００３】
　アイアンタイプのゴルフクラブは、慣用的なアイアンゴルフクラブおよびウェッジの双
方を含む。ゴルフクラブの各々は、シャフトを含み、このシャフトの末端にゴルフクラブ
ヘッドが取り付けられ、このシャフトの基端にグリップが取り付けられる。クラブヘッド
はゴルフボールを打撃するためのフェースを含む。一般的に、セット中でゴルフクラブの
ロフトが大きくなるとゴルフボールが打撃されたときの打ち出し角度が大きくなり距離が
小さくなる。慣用的なアイアンのセットは、一般的に、番号が３から９のように示される
個々のアイアンとピッチングウェッジとを含む。慣用的なアイアンセットは一般的に一連
のウェッジ、例えば、ロブウェッジ、ギャップウェッジ、および／またはサンドウェッジ
によって補完される。セットは１または２本のアイアンを含んでもよいけれども、これら
のゴルフクラブはセットと別に販売される。アイアンタイプのゴルフクラブの各々は、各
ゴルフクラブヘッドのロフトが、ロングアイアンからショートアイアンへと移るに従って
大きくなるとセットを通じて短くなるシャフト長を伴う。さらに、アイアンタイプのゴル
フクラブは、一般的には、ヒールからトウに向かって打撃フェースに渡って走る溝を含み
、打撃フェースおよびゴルフボールの間の摩擦を増大させ、打撃フェースがゴルフボール
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に衝突するときにゴルフボールにスピンを生じさせる。ウェッジは、一般的にはロフト角
がより大きなアイアンタイプのゴルフクラブである。これらの大きなロフトのウェッジは
、ショートレンジのゴルフショットでゴルファが加減して改善された軌道を実現する正確
な道具となる傾向がある。
【０００４】
　慣用的なアイアンタイプゴルフクグヘッドは種々の方法で生成され、いくつかの方法は
鋳造、鍛造およびこれらの組み合わせを含む。一般的には、慣用的な製法のアイアンタイ
プゴルフクラブヘッドは、ニアネット最終形状まで鋳造または鍛造され、完成製品を実現
するのにわずかな機械加工および／または研磨しか必要としない。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０１１－２３４７４８号公報
【特許文献２】特開２０１３－０４３０９２号公報
【発明の概要】
【０００６】
　ここに記述されるシステム、方法、および装置は、複数の創造的側面を伴い、そのいず
れの１つの側面もそれら所望の結果のために必須であったり、単独でそれのみに起因する
というものではない。特許請求の範囲を制約することなく、有益な特徴のいくつかをここ
にまとめておく。
【０００７】
　この技術は全般的にはゴルフクラブに関連するシステム、装置、および方法に関し、よ
り具体的には、改善された打撃フェースを有するゴルフクラブに関する。
【０００８】
　この技術は、ゴルフクラブ、とくにアイアンタイプのゴルフクラブのための、改善され
た打撃フェースに向けられている。改善された打撃フェースは、ゴルフボールを打撃した
ときにゴルフクラブにより生成されるバックスピン量を増大させ、ボール飛距離を改善さ
せ、またグリーンでの停止力を改善させることによりゴルフクラブの性能を改善させる。
【０００９】
　この技術の１つの非制約的な実施例は、本体を有し、上記本体が：上記本体の前方部分
の側の打撃フェースであって、ゴルフボールを打撃するように構成された上記打撃フェー
スと；上記本体の底部分の側のソールと；上記本体の頂部部分の側のトップラインと；シ
ャフトを収容するように構成されたホーゼルであって、上記本体のヒール側面の側に位置
決めされ、上記ヒール側面は上記本体のトウ側面と反対側にある、上記ホーゼルとを有し
；上記打撃フェースは当該打撃フェース内に形成された複数の溝を有し、当該複数の溝の
各々は上記打撃フェースに渡って水平方向に延び、当該複数の溝の各々は、０．５００ｍ
ｍ以上の溝幅を有し；上記打撃フェースは前面表面を有し、各溝の上記溝幅は、各溝と上
記前面表面との最も上の交点と、各溝と上記前面表面との最も下の交点との間の距離であ
り；上記打撃フェースは中央領域、トウ領域、およびヒール領域を有し、上記中央領域は
上記溝の最もトウ側の部分から上記溝の最もヒール側の部分まで伸び、上記ヒール領域は
、上記中央領域のヒール側部がわにあり、上記トウ領域は上記中央領域のトウ側部がわに
あり；複数の細密溝が上記打撃フェースに形成され、上記複数の細密溝は、上記打撃フェ
ースの上記中央領域に限定され、上記複数の細密溝の各々は上記打撃フェースに渡って上
記溝と平行に伸び、上記複数の細密溝の各々は０．５００ｍｍ未満の細密溝幅を有し、上
記細密溝幅は、各細密溝と上記前面表面との最も上の交点と、各細密溝と上記前面表面と
の最も下の交点との間の距離であり；複数の弧状溝が上記トウ領域に限定され；上記溝、
上記細密溝、および上記弧状溝が相互に交差しないゴルフクラブヘッドを含む。
【００１０】
　この技術の付加的な非制約的な実施例において、上記打撃フェースは複数の溝なし領域
を有し、上記溝なし領域は上記複数の溝の対をなす溝の間に位置づけられ、上記溝なし領
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域の各々は少なくとも３本の細密溝を有する。
【００１１】
　この技術の付加的な非制約的な実施例において、上記溝なし領域の各々は少なくとも４
本の細密溝を有し、かつ８本より少ない細密溝を有する。
【００１２】
　この技術の付加的な非制約的な実施例において、上記溝なし領域の各々は５本の細密溝
を有する。
【００１３】
　この技術の付加的な非制約的な実施例において、下側オフセット幅は、上記複数の溝の
各々と上記前面表面との最も下側の交点と、上記複数の細密溝と上記前面表面との最も近
い交点との間の距離であり、上側オフセット幅は、上記複数の溝の各々と上記前面表面と
の最も上側の交点と、上記複数の細密溝と上記前面表面との最も近い交点との間の距離で
あり、上記複数の溝の各々の上記上側オフセット幅および上記下側オフセット幅は各々０
．３５２ｍｍ以上である。
【００１４】
　この技術の付加的な非制約的な実施例において、下側オフセット幅は、上記複数の溝の
各々と上記前面表面との最も下側の交点と、上記複数の細密溝と上記前面表面との最も近
い交点との間の距離であり、上側オフセット幅は、上記複数の溝の各々と上記前面表面と
の最も上側の交点と、上記複数の細密溝と上記前面表面との最も近い交点との間の距離で
あり、細密溝ピッチは、上記溝なし領域の各々における上記細密溝の各々の対応する点の
間の距離であり、上記複数の溝の各々の上記上側オフセット幅、上記下側オフセット幅、
上記溝幅、および上記細密溝幅は、ミリメートルで測定されたときに、以下の関係を満た
す。
【数１】

【００１５】
　この技術の付加的な非制約的な実施例は、本体を有し、上記本体が：上記本体の前方部
分の側の打撃フェースであって、ゴルフボールを打撃するように構成された上記打撃フェ
ースと；上記本体の底部分の側のソールと；上記本体の頂部部分の側のトップラインと；
シャフトを収容するように構成されたホーゼルであって、上記本体のヒール側面の側に位
置決めされ、上記ヒール側面は上記本体のトウ側面と反対側にある、上記ホーゼルとを有
し；上記打撃フェースは当該打撃フェース内に形成された複数の溝を有し、当該複数の溝
の各々は上記打撃フェースに渡って水平方向に延び、当該複数の溝の各々は、０．５００
ｍｍ以上の溝幅を有し；上記打撃フェースは前面表面を有し、各溝の上記溝幅は、各溝と
上記前面表面との最も上の交点と、各溝と上記前面表面との最も下の交点との間の距離で
あり；上記打撃フェースは中央領域、トウ領域、およびヒール領域を有し、上記中央領域
は上記溝の最もトウ側の部分から上記溝の最もヒール側の部分まで伸び、上記ヒール領域
は、上記中央領域のヒール側部がわにあり、上記トウ領域は上記中央領域のトウ側部がわ
にあり；複数の細密溝が上記打撃フェースに形成され、上記複数の細密溝の各々は上記打
撃フェースに渡って上記溝と平行に伸び、上記複数の細密溝の各々は０．５００ｍｍ未満
の細密溝幅を有し、上記細密溝幅は、各細密溝と上記前面表面との最も上の交点と、各細
密溝と上記前面表面との最も下の交点との間の距離であり；上記打撃フェースは複数の溝
なし領域を有し、上記溝なし領域は上記複数の溝の対をなす溝の間に位置づけられ、上記
溝なし領域の各々は少なくとも３本の細密溝を有し；下側オフセット幅は、上記複数の溝
の各々と上記前面表面との最も下側の交点と、上記複数の細密溝と上記前面表面との最も
近い交点との間の距離であり、上側オフセット幅は、上記複数の溝の各々と上記前面表面
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との最も上側の交点と、上記複数の細密溝と上記前面表面との最も近い交点との間の距離
であり、細密溝ピッチは、上記溝なし領域の各々における上記細密溝の各々の対応する点
の間の距離であり、上記複数の溝の各々の上記上側オフセット幅、上記下側オフセット幅
、上記溝幅、および上記細密溝幅は、ミリメートルで測定されたときに、以下の関係を満
たす。
【数２】

【００１６】
　この技術の付加的な非制約的な実施例において、上記溝なし領域の各々は少なくとも４
本の細密溝を有し、かつ８本より少ない細密溝を有する。
【００１７】
　この技術の付加的な非制約的な実施例において、上記複数の溝の各々の上記上側オフセ
ット幅および上記下側オフセット幅は各々０．３５２ｍｍ以上である。
【００１８】
　この技術の付加的な非制約的な実施例において、上記複数の溝の各々の上記上側オフセ
ット幅および上記下側オフセット幅は各々０．４０２ｍｍ以上である。
【００１９】
　この技術の付加的な非制約的な実施例において、上記溝および上記細密溝が相互に交差
しない。
【００２０】
　この技術の付加的な非制約的な実施例において、上記複数の細密溝は上記打撃フェース
の上記中央領域に限定される。
【００２１】
　この技術の付加的な非制約的な実施例において、上記トウ領域に限定される複数の弧状
の溝をさらに有し、上記溝、上記細密溝、および上記弧状溝が相互に交差しない。
【００２２】
　この技術の付加的な非制約的な実施例は、本体を有し、上記本体が：上記本体の前方部
分の側の打撃フェースであって、ゴルフボールを打撃するように構成された上記打撃フェ
ースと；上記本体の底部分の側のソールと；上記本体の頂部部分の側のトップラインと；
シャフトを収容するように構成されたホーゼルであって、上記本体のヒール側面の側に位
置決めされ、上記ヒール側面は上記本体のトウ側面と反対側にある、上記ホーゼルとを有
し；上記打撃フェースは当該打撃フェース内に形成された複数の溝を有し、当該複数の溝
の各々は上記打撃フェースに渡って水平方向に延び、当該複数の溝の各々は、０．５００
ｍｍ以上の溝幅を有し；上記打撃フェースは前面表面を有し、各溝の上記溝幅は、各溝と
上記前面表面との最も上の交点と、各溝と上記前面表面との最も下の交点との間の距離で
あり；上記打撃フェースは中央領域、トウ領域、およびヒール領域を有し、上記中央領域
は上記溝の最もトウ側の部分から上記溝の最もヒール側の部分まで伸び、上記ヒール領域
は、上記中央領域のヒール側部がわにあり、上記トウ領域は上記中央領域のトウ側部がわ
にあり；複数の細密溝が上記打撃フェースに形成され、上記複数の細密溝の各々は上記打
撃フェースに渡って上記溝と平行に伸び、上記複数の細密溝の各々は０．５００ｍｍ未満
の細密溝幅を有し、上記細密溝幅は、各細密溝と上記前面表面との最も上の交点と、各細
密溝と上記前面表面との最も下の交点との間の距離であり；下側オフセット幅は、上記複
数の溝の各々と上記前面表面との最も下側の交点と、上記複数の細密溝と上記前面表面と
の最も近い交点との間の距離であり、上側オフセット幅は、上記複数の溝の各々と上記前
面表面との最も上側の交点と、上記複数の細密溝と上記前面表面との最も近い交点との間
の距離であり、上記複数の溝の各々の上記上側オフセット幅および上記下側オフセット幅
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は各々０．３５２ｍｍ以上であり；上記打撃フェースは複数の溝なし領域を有し、上記溝
なし領域は上記複数の溝の対をなす溝の間に位置づけられ、上記溝なし領域の各々は少な
くとも３本の細密溝を有するゴルフクラブヘッドを含む。
【００２３】
　この技術の付加的な非制約的な実施例において、上記複数の溝の各々の上記上側オフセ
ット幅および上記下側オフセット幅は各々０．４０２ｍｍ以上である。
【００２４】
　この技術の付加的な非制約的な実施例において、上記溝および上記細密溝が相互に交差
しない。
【００２５】
　この技術の付加的な非制約的な実施例において、上記溝なし領域の各々は少なくとも４
本の細密溝を有し、かつ８本より少ない細密溝を有する。
【００２６】
　この技術の付加的な非制約的な実施例において、上記溝なし領域の各々は５本の細密溝
を有する。
【００２７】
　この技術の付加的な非制約的な実施例において、上記複数の細密溝は上記打撃フェース
の上記中央領域に限定される。
【００２８】
　この技術の付加的な非制約的な実施例において、上記トウ領域に限定される複数の弧状
の溝をさらに有し、上記溝、上記細密溝、および上記弧状溝が相互に交差しない。
【００２９】
　添付図面は明細書の一部を構成し、そのとの関連で理解されるべきである。ただし、図
示の実施例は、単なる例であり、限定することを意図していない。種々の図において類似
の番号および表示は類似の要素を示す。
【図面の簡単な説明】
【００３０】
【図１】図１は、複数の溝を含むアイアンタイプのゴルフクラブヘッドを示す。
【図２】図２は、図１のゴルフクラブヘッドの溝に沿う断面図を示す。
【図３】図３は、溝カッターを含む図２の断面図を示す。
【図４】図４は、複数の細密溝を含むアイアンタイプのゴルフクラブヘッドを示す。
【図５】図５は、図４のゴルフクラブヘッドの断面図を示す。
【図６】図６は、図５の詳細図である。
【図７】図７は、図５の詳細図である。
【図８】図８は、細密溝を含む図５の詳細図である。
【図９】図９は、３つの部分に分割されたアイアンタイプゴルフクラブヘッドを示す。
【図１０】図１０は複数の細密溝を含むアイアンタイプゴルフクラブヘッドを示す。
【図１１】図１１は複数の細密溝および複数の弧状溝を含むアイアンタイプゴルフクラブ
ヘッドを示す。
【発明を実施するための形態】
【００３１】
　以下の詳細な説明において、添付図面が参照され、これはここでの開示の一部を構成す
る。詳細な説明、図面、および特許請求の範囲において説明される図説の実施例は、制限
的なものを意味しない。ここで提示されるサブジェクトマターの趣旨または範囲から逸脱
しない範囲で、他の実施例を採用して良く、他の変更をなして良い。この開示内容の側面
は、全般的にここで説明され、各図において図説されるように、広く種々の異なる構成に
おいて、採用され、置換され、組み合わされ、また設計されて良く、これらは明瞭にこの
開示の一部を構成すると理解される。例えば、システムまたは装置、または方法は、ここ
に開示された任意の数の側面を用いて実装され、または実施されて良い。さらに、そのよ
うなシステム、または装置やそのような方法は、他の構成、機能を利用して実施されて良
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く、さらに、ここに開示された１または複数の側面に加えてそれ以外の構成、機能を利用
して実施されて良い。ここで説明される、この発明の特徴の変更例および他の修正、並び
に、ここで説明される、この発明の原理をさらなる応用は、この開示内容を元に当業者に
もたらされ、この発明の範囲内であると考えられる。
【００３２】
　実施例の外に、または、とくにことわらない限りは、すべての数の範囲、量、値および
パーセンテージ例えば明細書中の材料の量、慣性モーメント、重心位置、ロフトおよびド
ラフト角度、その他に関するそのようなものは、値、量、または範囲とともに明瞭に「約
」の用語が表示されていなくてもそのような用語「約」があるものとして認識することが
できる。したがって、そうでないと示されない限り、明細書および特許請求の範囲の数字
のパラメータは近似であり、これはこの発明により実現されることがのぞまれる所望の特
性に応じて変化する。特許請求の範囲の均等理論の適応を排除する意図はないが、少なく
とも、各数量のパラメータは報告された実行桁数の下で理解され、通常の丸め手法により
把握すべきである。
【００３３】
　この発明の広い範囲を示す数量の範囲およびパラメータは近似であるけれども、明細書
の例に示された数量の値はできる限り正確に報告されている。ただし、いずれの数量の値
も、各実験の測定に見いだされる標準偏差に起因する必然的な誤差を内在する。さらに、
種々のことがらについて数量の範囲が示される場合には、指摘した値の範囲で、それらを
組み合わせたものが利用できることを理解されたい。
【００３４】
　この技術を説明するにあたって、以下の用語が用いられて良い。単数形（「ａ」、「ａ
ｎ」、および「ｔｈｅ」）は、文脈において明瞭にそうでないと表示されない限り、複数
形態を含む。そのため、例えば、１つの事項に関する説明は、１または複数の事項に関す
る説明を含む。用語「複数」（「ｐｌｕｒａｌｉｔｙ」）は２またはそれ以上の事項を含
む。用語「実質的」（「ｓｕｂｓｔａｎｔｉａｌｌｙ」）は、指摘された、特徴、パラメ
ータ、または値がちょうどである必要がなく、偏差または変動はこの特徴が実現しようと
意図していた効果を排除しない範囲で起こって良いことを意味し、これら偏差または変動
は、例えば、許容誤差、測定誤差、測定精度制約および当業者に知られている他の要素を
含む。複数の事項は簡便のために共通のリストに提示されて良い。ただし、これらのリス
トでは、リストの構成要素の各々は別のユニークな要素として個別に特定されていると認
識されるべきである。したがって、そのようなリストの個別の要素は、当該同一のリスト
の任意の他の要素の事実上の等価物と解釈すべきであり、これは、反対の表示がなされて
いないかぎり、共通のグループにおいてそれらが表示されていることのみから由来する。
さらに、用語「および」（「ａｎｄ」）、および「または」（「ｏｒ」）が要素のリスト
と関連して使用される場合、これらは広く解釈されるべきであり、リストされた要素の任
意の１つまたは複数が単独でまたは他のリストされた要素と組合わさって使用されて良い
ことを意味する。用語「代替的には」（「ａｌｔｒｎａｔｉｖｅｌｙ」）は２またはそれ
以上の代替物から１つを選択することを意味し、それらリストされた要素の選択が一時に
それらリストさレア代替物のうちの唯一の１つに限定されることを意図しない。
【００３５】
　この開示の特徴は、以下の説明および添付の特許請求の範囲から、添付の図面を参照し
て、より充分で明瞭なものになる。ここでの検討を考慮したのち、とくに「詳細な説明」
のセクションを読んだ後、これら図説された特徴が、この開示のこれら所定の原理を説明
するにあたりどのように役立つかを理解するであろう。
【００３６】
　この発明は、改善された打撃フェースを具備するゴルフクラブヘッドに向けられている
。図１は、アイアンタイプのゴルフクラブヘッド１を示す。ゴルフクラブヘッド１は、本
体１０を有し、これは打撃フェース１１、ソール１３、トップライン１４、トウ１６、お
よびホーゼル１７を含む。打撃フェース１１の前面表面１８は、そこに形成された溝を含
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み、この前面表面１８およびソール１３は本体１０と一体であって良く、あるいは、これ
らは、そこに連結された別体のものであって良い。クラブヘッド１は、アイアンタイプの
ゴルフクラブヘッドとして示されているけれども、この発明はユーティリティタイプのゴ
ルフクラブヘッドまたはウッドタイプのゴルフクラブヘッドに関連して良い。
【００３７】
　図２および図３は、ゴルフクラブヘッド１の溝１２に沿う断面を示す。溝１２は打撃フ
ェース１１の前面表面１８に機械加工で形成される。溝１２は、クラブヘッド１のトウ端
からクラブヘッド１のヒール単まで伸びる。溝１２はクラブヘッド１のトウおよびヒール
でアール付けされる。クラブヘッド１は金型中に維持され、この金型は好ましくはクラブ
ヘッド１に損傷を与えないように十分に柔らかく、それでいてクラブヘッド１をしっかり
と保持するように十分に弾力性がある材料から形成され、溝カッター２０は、好ましくは
、ラウンドカッターまたはソーカッターであり、溝１２を形成するのに使用される。図示
のとおり、トウおよびヒール部分は、溝１２の長軸に直角な回転軸を中心にアール付けさ
れる。さらに、この回転軸はクラブヘッドのフェース１１とほぼ平行である。アール付け
された溝１２は、通常に使用中に、ゴルフクラブの溝に典型的に埋め込まれやすい、土、
草、砂、その他の物を除去するのを容易にする。これは、これらの物を捕捉しやすいコー
ナを除去することにより実現される。図３は、好ましい溝形成状況を示し、これは溝カッ
ター２０を溝１２とともに示す。溝および溝製品の詳細は、米国特許第７，７５８，４４
９号（Ｇｉｌｂｅｒｔ等）により詳細に説明され、その内容は参照してここに組み入れる
。ここに開示される発明の定義、用語、または特徴のいずれも、ここで参照して組み入れ
られる任意の文献において提供される、どのような矛盾する情報に対しても優先される。
【００３８】
　図４は、粗面化された打撃フェースのテクスチャーを含むアイアンタイプのゴルフクラ
ブヘッド１を示す。この発明のクラブヘッド１のフェース１１は、また、付加的なボール
コントロールおよび改善された性能を実現するように改善されている。打撃表面１１は、
粗面化されたテクスチャーを付与されている。表面仕上げの慣用的な測定手法は平均粗さ
Ｒａである。Ｒａは、算術平均（Ａｒｉｔｈｍｅｔｉｃ　Ａｖｅｒａｇｅ：ＡＡ）および
中央線平均（Ｃｅｎｔｅｒ　Ｌｉｎｅ　Ａｖｅｒａｇｅ：ＣＬＡ）としても知られ、ピー
クおよび底から中心線または中央までの距離の測定量である。これは、評価長に渡る、粗
さプロファイル高さの絶対値の積分として計算される。
【数３】

【００３９】
　テクスチャー化した打撃フェースを用いると、ゴルファは使用中にボールにより多くの
摩擦を付与できるようになり、ゴルファはより多くのスピンをボールに加え、ボールをよ
り多く制御できるようになる。従来は、ゴルフグリーンでボールの動きを制御するために
ゴルフボールに十分なスピンを生成するためには」、ゴルファはフルスイングをしなけれ
ばならなかった。この発明のゴルフクラブヘッドを用いると、ゴルファは、「部分的な」
ショット、すなわち、ゴルファがフルスイングを行っていないときのショットで、ゴルフ
ボールのスピンを生成できる。この発明のテクスチャー化した打撃表面を用いると、また
、ゴルフボールの大きな面積にわたってゴルフスイングから形成されるせん断力が分散す
る。これはカバーの損傷を減少させゴルフボールの寿命を延ばす。
【００４０】
　図４に示すように、表面テクスチャーは、多くの細密溝３０を含んで良い。細密溝３０
は、先に説明した溝１２よりも小さい。いくつかの実施例において、図４に示すように、
細密溝３０は溝１２と平行に方向づけられている。細密溝３０は、ゴルフクラブヘッドの
ヒール側からゴルフクラブヘッドのトウ側へ伸びて良い。細密溝３０は図４に示すように
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実質駅にまっすぐであって良い。多くの細密溝３０は溝１２の各々の対の間に形成されて
良い。
【００４１】
　図５は、図４のゴルフクラブヘッド１の断面図を示す。図６および図７は」、断面図の
部分拡大図を示す。好ましくは、打撃フェース１１の前面表面１８は溝１２および細密溝
３０を形成するのに先立って平坦に機械加工される。つぎに、溝１２が先に説明したよう
に打撃フェース１１に形成される。最後に、細密溝３０が打撃フェース１１に形成される
。溝１２および細密溝３０は、打撃フェース１１から材料を除去し、打撃フェース１１の
前面表面１８に空隙を形成することにより形成される。代替的には、細密溝３０は、溝１
２を形成するのに先立って形成されて良い。さらに他の実施例において、溝１２および細
密溝３０は同時に形成されて良い。
【００４２】
　細密溝３０のいずれも溝１２と交差しないことが好ましい。ゴルフクラブヘッド１がゴ
ルフボールを打撃するときにできるだけ多くのバックスピンを形成するためには、溝１２
をゴルフの規則が許容するだけ、積極的に形成しなければならない。これを確実に可能に
するための、独創的な方法は、細密溝３０を溝１２から離間させることである。これによ
って、溝１２が形成される領域が、どのような付加的な表面テクスチャーによってもどの
ような態様でも圧迫されることがなくなり、また、溝が設計どおりに形成でき、他のどの
ような幾何形状も溝１２の特性の正確な計測に影響を与えないようにできる。細密溝３０
を溝１２から離間させることによる、付加的な利点は、溝１２が購入者にとってより大き
く見えるという点である。細密溝３０は溝１２と対比可能であり、溝１２と細密溝３０の
間のスペースによって、購入者に、溝１２がより大きく衝撃時にゴルフボールを把持する
のにより有効であるという印象を与える。打撃フェースの前面表面１８の溝１２の各々の
対の領域は、各々、溝なし部分４０と呼ぶことができる。衝撃時のゴルフボールのバック
スピンを最大化させるために、細密溝３０が溝なし部分４０に付加され、打撃フェース１
１の前面表面１８とゴルフボールとの間の、衝突の際の摩擦の量を増加させる。いくつか
の実施例において、図５～図７に示すように、細密溝３０の断面は実質的に一体のアール
を有する。いくつかの実施例において、細密溝３０の各々は、相互に接合されて良い。よ
り好ましくは、図７に示すように、打撃フェース１１の前面表面１８の部分は、各細密溝
３０の間に残っている。換言すれば、細密溝ピッチＭＧＰは細密溝幅ＭＧＷより大きい。
【００４３】
　この出願の目的において、溝幅ＧＷは、溝１２の各測端が打撃フェース１１の前面表面
１８と交差する点の間の距離として定義される。細密溝幅ＭＧＷは、細密溝３０の各測端
が打撃フェース１１の前面表面１８と交差する点の間の距離として定義される。下側オフ
セット幅ＯＷＢは、溝１２および打撃フェースの前面表面の間の下側交点と、細密溝３０
および打撃フェースの前面表面の間の交点のうち最も近いものとの間の距離である。上側
オフセット幅ＯＷＡは、溝１２および打撃フェースの前面表面の間の下側交点と、細密溝
３０および打撃フェースの前面表面の間の交点のうち最も近いものとの間の距離である。
細密溝ピッチＭＧＰは各細密溝３０の対応する点の間の距離である。細密溝アールＭＧＲ
は各細密溝３０のアール（半径）である。
【００４４】
　いくつかの実施例において、溝１２および細密溝３０は以下の測定量の任意の組み合わ
せを有して良い。溝幅ＧＷは０．８０８ミリメートル（ｍｍ）以上であり、０．９０８ｍ
ｍ以下であって良い。上側オフセット幅ＯＷＡは、０．４０２ｍｍ以上で０．５０２ｍｍ
以下であって良い。下側オフセット幅ＯＷＢは、０．４０２ｍｍ以上で０．５０２ｍｍ以
下であって良い。細密溝幅ＭＧＷは、０．１８０ｍｍ以上で０．２８０ｍｍ以下であって
良い。細密溝ピッチＭＧＰは、０．２００ｍｍ以上で０．３００ｍｍ以下であって良い。
細密溝は実質的に一定のアールを有して良い。細密溝アールは、０．４５７ｍｍ以上で０
．６５７ｍｍ以下であって良い。溝幅ＧＷは０．７５８ｍｍ以上で０．９５８ｍｍ以下で
あって良い。上側オフセット幅ＯＷＡは、０．３５２ｍｍ以上で０．５５２ｍｍ以下であ
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って良い。下側オフセット幅ＯＷＢは、０．３５２ｍｍ以上で０．５５２ｍｍ以下であっ
て良い。細密溝幅ＭＧＷは、０．１３０ｍｍ以上で０．３３０ｍｍ以下であって良い。細
密溝ピッチＭＧＰは、０．１５０ｍｍ以上で０．３５０ｍｍ以下であって良い。細密溝ア
ールは、０．３５７ｍｍ以上で０．７５７ｍｍ以下であって良い。溝幅ＧＷは０．７０８
ｍｍ以上で１．００８ｍｍ以下であって良い。上側オフセット幅ＯＷＡは、０．３０２ｍ
ｍ以上で０．６０２ｍｍ以下であって良い。下側オフセット幅ＯＷＢは、０．３０２ｍｍ
以上で０．６０２ｍｍ以下であって良い。細密溝幅ＭＧＷは、０．０８０ｍｍ以上で０．
３８０ｍｍ以下であって良い。細密溝ピッチＭＧＰは、０．１００ｍｍ以上で０．４００
ｍｍ以下であって良い。細密溝アールは、０．２５７ｍｍ以上で０．８５７ｍｍ以下であ
って良い。いくつかの実施例において、上側オフセット幅ＯＷＡおよび下側オフセット幅
ＯＷＢは実質的に同一であって良い。さらに、とくに言及しない限り、各溝なし領域４０
中の複数の細密溝の各々は、打撃フェース１１の他の溝なし領域４０中の他の複数の細密
溝と同一の特徴を有する。
【００４５】
　溝１２および細密溝３０の測定値の特定の関係がゴルフクラブヘッド１の最適な性能特
徴をもたらすことが、試験により確かめられた。具体的には、溝１２および細密溝３０が
以下の関係を満たすときに最適に近い特性をもたらす。
【数４】

ただし、
ＯＷＡ＝上側オフセット幅
ＯＷＢ＝下側オフセット幅
ＭＧＰ＝細密溝ピッチ
ＧＷ＝溝幅
ＭＧＷ＝細密溝幅
すべての数値はミリメートルで測定された
【００４６】
　図５は細密溝３０を形成する１つの方法を示す。溝の形成方法と同様に、細密溝カッタ
ー１２０を用いて打撃フェース１１の前面表面１８から材料を除去して良い。いくつかの
実施例において、図８に示すように、細密溝カッター１２０は複数の細密溝３０を同時に
切り出せる。細密溝カッター１２０は、細密溝３０が形成されるように指定された領域に
おいて打撃フェース１１の前面表面１８０から材料を戦略的に除去するように構成された
、いくつかの切断部分１２１を含んで良い。細密溝カッター１２０は、後退部分１２２を
各切断部分１２２の間に含み、また切断部分１２１の各組の間に拡張後退部分１２３を含
んで良い。拡張後退部分１２３は、溝１２および上側オフセット幅ＯＷＡおよび下側オフ
セット幅ＯＷＢの各領域に渡って伸びて良い。後退部分１２２および拡張後退部分１２３
はゴルフクラブヘッド１からどのような材料も除去しないように構成される。細密溝カッ
ター１２０は打撃フェース１１を横切るときに、打撃フェース１１と直角で、かつ各細密
溝３０の長軸に直角な軸の周りを回転して、ゴルフクラブヘッドから細密溝３０を切り出
す。いくつかの実施例において、細密溝カッター１２０は水平の細密溝３０をすべて同時
に切り出せる。
【００４７】
　図９は、３つの領域に分割されたアイアンタイプのゴルフクラブヘッド１の打撃フェー
スを示す。ゴルフクラブヘッドはトウ領域２０１、中央領域２０２、およびヒール領域２
０３を有して良い。中央領域は溝１２の広がりによって定義される。トウ領域２０１は、
中央領域２０２のトウ側に位置づけられ、ヒール領域２０３は中央領域２０２のヒール側



(11) JP 6737931 B2 2020.8.12

10

20

30

40

50

に位置づけられる。ヒール側１５はホーゼル１７に隣接して位置づけられ、トウ側１６は
ホーゼル１７と対抗するように位置づけられる。１実施例において、図４に示すように、
細密溝は中央領域２０２に形成される。他の実施例において、図１０に示すように、細密
溝は中央領域２０２に加えてトウ領域２０３にも形成される。他の実施例において、図で
は示さないけれども、細密溝３０はヒール領域２０３にも伸びて良い。他の実施例におい
て、図１１に示すように、細密溝３０は中央領域２０２に形成され、他の組の細密溝３２
がトウ領域２０１に形成される。中央領域２０２の細密溝３０は先に説明したように溝１
２と平行に形成される。トウ領域の第２組の細密溝３２は、中央領域２０２の第１組の細
密溝３０と異なる。第２組の細密溝３２は曲がっていてよい。いくつかの実施例において
、第２組の細密溝３２はフライカッターまたは類似のツールを用いて形成されて良い。
【００４８】
　この技術を説明するに際して、別々の実装例の文脈において説明された所定の特徴も単
一の実現例との組み合わせにおいて実装可能である。逆に、単一の実装例の文脈において
説明された種々の特徴も、多数の実装例において、個別に、または任意の適切な組み合わ
せ要素において実装できる。さらに、特徴は、所定の組み合わせにおいて動作するものと
して先に説明され、またそのように特許請求の範囲に記載されているけれども、いくつか
の場合には、そのように記載された組み合わせから１または複数の特徴を取り出してはそ
のような組み合わせと別に実施でき、特許請求の範囲に記載された組み合わせは組み合わ
せの要素または組み合わせの要素の変形物に向けられて良い。
【００４９】
　この開示において説明された実装例の種々の変更は、当業者において明らかであり、こ
こに定義された包括的な原理は、この開示の趣旨および範囲から逸脱しない範囲で、他の
実装例に適用できる。したがって、特許請求の範囲は、ここに示された実装例に限定され
ることを意図せず、この開示、並びに、ここに開示される原理および新たな特徴と一貫性
を有する最も広い範囲によるべきである。
【００５０】
　以下の詳細な説明は、この発明を実施する最良の現行企画モデルのものである。この説
明は限定的な意味で受け取られるべきではなく、この発明の全体的な原理を説明する目的
でのみなされている。この発明の範囲は添付の特許請求の範囲により最も良く規定されて
いるからである。
【００５１】
　種々の発明の特徴が以下に説明され、その各々は他の特徴と独立に採用されてもよいし
、他の特徴と組みあわされて使用されても良い。ただし、発明の任意の１つの特徴は上述
した問題のいずれも、またはすべてを扱わないかもしれないし、上述した問題の１つのみ
を取り扱うかもしれない。さらに、上述した問題の１つまたは複数は、以下説明される特
徴のいずれでも取り扱われないかもしれない。
【００５２】
　実施例の外に、または、とくにことわらない限りは、すべての数の範囲、量、値および
パーセンテージ例えば明細書中の材料の量、慣性モーメント、重心位置、ロフト、ドラフ
ト角度、種々の性能比、その他に関するそのようなものは、値、量、または範囲とともに
明瞭に「約」の用語が表示されていなくてもそのような用語「約」があるものとして認識
することができる。したがって、そうでないと示されない限り、明細書および特許請求の
範囲の数字のパラメータは近似であり、これはこの発明により実現されることがのぞまれ
る所望の特性に応じて変化する。特許請求の範囲の均等理論の適応を排除する意図はない
が、少なくとも、各数量のパラメータは報告された実行桁数の下で理解され、通常の丸め
手法により把握すべきである。
【００５３】
　この発明の広い範囲を示す数量の範囲およびパラメータは近似であるけれども、明細書
の例に示された数量の値はできる限り正確に報告されている。ただし、いずれの数量の値
も、各実験の測定に見いだされる標準偏差に起因する必然的な誤差を内在する。さらに、
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種々のことがらについて数量の範囲が示される場合には、指摘した値の範囲で、それらを
組み合わせたものが利用できることを理解されたい。
【００５４】
　以上は、この発明の例示の実施例に関するものであり、以下の特許請求の範囲で示され
る発明の範囲および程度を逸脱することなく修正を行えることはもちろんであることに留
意されたい。
　以下、ここで説明した技術的特徴を列挙する。
［技術的特徴１］
　本体を有し、
　上記本体が、
　上記本体の前方部分の側の打撃フェースであって、ゴルフボールを打撃するように構成
された上記打撃フェースと、
　上記本体の底部分の側のソールと、
　上記本体の頂部部分の側のトップラインと、
　シャフトを収容するように構成されたホーゼルであって、上記本体のヒール側面の側に
位置決めされ、上記ヒール側面は上記本体のトウ側面と反対側にある、上記ホーゼルとを
有し、
　上記打撃フェースは当該打撃フェース内に形成された複数の溝を有し、当該複数の溝の
各々は上記打撃フェースに渡って水平方向に延び、当該複数の溝の各々は、０．５００ｍ
ｍ以上の溝幅を有し、
　上記打撃フェースは前面表面を有し、各溝の上記溝幅は、各溝と上記前面表面との最も
上の交点と、各溝と上記前面表面との最も下の交点との間の距離であり、
　上記打撃フェースは中央領域、トウ領域、およびヒール領域を有し、上記中央領域は上
記溝の最もトウ側の部分から上記溝の最もヒール側の部分まで伸び、上記ヒール領域は、
上記中央領域のヒール側部がわにあり、上記トウ領域は上記中央領域のトウ側部がわにあ
り、
　複数の細密溝が上記打撃フェースに形成され、上記複数の細密溝は、上記打撃フェース
の上記中央領域に限定され、上記複数の細密溝の各々は上記打撃フェースに渡って上記溝
と平行に伸び、上記複数の細密溝の各々は０．５００ｍｍ未満の細密溝幅を有し、上記細
密溝幅は、各細密溝と上記前面表面との最も上の交点と、各細密溝と上記前面表面との最
も下の交点との間の距離であり、
　複数の弧状溝が上記トウ領域に限定され、
　上記溝、上記細密溝、および上記弧状溝が相互に交差しないことを特徴とするゴルフク
ラブヘッド。
［技術的特徴２］
　上記打撃フェースは複数の溝なし領域を有し、上記溝なし領域は上記複数の溝の対をな
す溝の間に位置づけられ、上記溝なし領域の各々は少なくとも３本の細密溝を有する技術
的特徴１記載のゴルフクラブヘッド。
［技術的特徴３］
　上記溝なし領域の各々は少なくとも４本の細密溝を有し、かつ８本より少ない細密溝を
有する技術的特徴２記載のゴルフクラブヘッド。
［技術的特徴４］
　上記溝なし領域の各々は５本の細密溝を有する技術的特徴３記載のゴルフクラブヘッド
。
［技術的特徴５］
　下側オフセット幅は、上記複数の溝の各々と上記前面表面との最も下側の交点と、上記
複数の細密溝と上記前面表面との最も近い交点との間の距離であり、上側オフセット幅は
、上記複数の溝の各々と上記前面表面との最も上側の交点と、上記複数の細密溝と上記前
面表面との最も近い交点との間の距離であり、上記複数の溝の各々の上記上側オフセット
幅および上記下側オフセット幅は各々０．３５２ｍｍ以上である技術的特徴１記載のゴル
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［技術的特徴６］
　下側オフセット幅は、上記複数の溝の各々と上記前面表面との最も下側の交点と、上記
複数の細密溝と上記前面表面との最も近い交点との間の距離であり、上側オフセット幅は
、上記複数の溝の各々と上記前面表面との最も上側の交点と、上記複数の細密溝と上記前
面表面との最も近い交点との間の距離であり、細密溝ピッチは、上記溝なし領域の各々に
おける上記細密溝の各々の対応する点の間の距離であり、上記複数の溝の各々の上記上側
オフセット幅、上記下側オフセット幅、上記溝幅、および上記細密溝幅は、ミリメートル
で測定されたときに、以下の関係を満たす技術的特徴２記載のゴルフクラブヘッド。
【数７】

［技術的特徴７］
　本体を有し、
　上記本体が、
　上記本体の前方部分の側の打撃フェースであって、ゴルフボールを打撃するように構成
された上記打撃フェースと、
　上記本体の底部分の側のソールと、
　上記本体の頂部部分の側のトップラインと、
　シャフトを収容するように構成されたホーゼルであって、上記本体のヒール側面の側に
位置決めされ、上記ヒール側面は上記本体のトウ側面と反対側にある、上記ホーゼルとを
有し、
　上記打撃フェースは当該打撃フェース内に形成された複数の溝を有し、当該複数の溝の
各々は上記打撃フェースに渡って水平方向に延び、当該複数の溝の各々は、０．５００ｍ
ｍ以上の溝幅を有し、
　上記打撃フェースは前面表面を有し、各溝の上記溝幅は、各溝と上記前面表面との最も
上の交点と、各溝と上記前面表面との最も下の交点との間の距離であり、
　上記打撃フェースは中央領域、トウ領域、およびヒール領域を有し、上記中央領域は上
記溝の最もトウ側の部分から上記溝の最もヒール側の部分まで伸び、上記ヒール領域は、
上記中央領域のヒール側部がわにあり、上記トウ領域は上記中央領域のトウ側部がわにあ
り、
　複数の細密溝が上記打撃フェースに形成され、上記複数の細密溝の各々は上記打撃フェ
ースに渡って上記溝と平行に伸び、上記複数の細密溝の各々は０．５００ｍｍ未満の細密
溝幅を有し、上記細密溝幅は、各細密溝と上記前面表面との最も上の交点と、各細密溝と
上記前面表面との最も下の交点との間の距離であり、
　上記打撃フェースは複数の溝なし領域を有し、上記溝なし領域は上記複数の溝の対をな
す溝の間に位置づけられ、上記溝なし領域の各々は少なくとも３本の細密溝を有し、
　下側オフセット幅は、上記複数の溝の各々と上記前面表面との最も下側の交点と、上記
複数の細密溝と上記前面表面との最も近い交点との間の距離であり、上側オフセット幅は
、上記複数の溝の各々と上記前面表面との最も上側の交点と、上記複数の細密溝と上記前
面表面との最も近い交点との間の距離であり、細密溝ピッチは、上記溝なし領域の各々に
おける上記細密溝の各々の対応する点の間の距離であり、上記複数の溝の各々の上記上側
オフセット幅、上記下側オフセット幅、上記溝幅、および上記細密溝幅は、ミリメートル
で測定されたときに、以下の関係を満たすことを特徴とするゴルフクラブヘッド。
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【数８】

［技術的特徴８］
　上記溝なし領域の各々は少なくとも４本の細密溝を有し、かつ８本より少ない細密溝を
有する技術的特徴７記載のゴルフクラブヘッド。
［技術的特徴９］
　上記複数の溝の各々の上記上側オフセット幅および上記下側オフセット幅は各々０．３
５２ｍｍ以上である技術的特徴７記載のゴルフクラブヘッド。
［技術的特徴１０］
　上記複数の溝の各々の上記上側オフセット幅および上記下側オフセット幅は各々０．４
０２ｍｍ以上である技術的特徴７記載のゴルフクラブヘッド。
［技術的特徴１１］
　上記溝および上記細密溝が相互に交差しない技術的特徴７記載のゴルフクラブヘッド。
［技術的特徴１２］
　上記複数の細密溝は上記打撃フェースの上記中央領域に限定される技術的特徴１１記載
のゴルフクラブヘッド。
［技術的特徴１３］
　上記トウ領域に限定される複数の弧状の溝をさらに有し、上記溝、上記細密溝、および
上記弧状溝が相互に交差しない技術的特徴１２記載のゴルフクラブヘッド。
［技術的特徴１４］
　本体を有し、
　上記本体が、
　上記本体の前方部分の側の打撃フェースであって、ゴルフボールを打撃するように構成
された上記打撃フェースと、
　上記本体の底部分の側のソールと、
　上記本体の頂部部分の側のトップラインと、
　シャフトを収容するように構成されたホーゼルであって、上記本体のヒール側面の側に
位置決めされ、上記ヒール側面は上記本体のトウ側面と反対側にある、上記ホーゼルとを
有し、
　上記打撃フェースは当該打撃フェース内に形成された複数の溝を有し、当該複数の溝の
各々は上記打撃フェースに渡って水平方向に延び、当該複数の溝の各々は、０．５００ｍ
ｍ以上の溝幅を有し、
　上記打撃フェースは前面表面を有し、各溝の上記溝幅は、各溝と上記前面表面との最も
上の交点と、各溝と上記前面表面との最も下の交点との間の距離であり、
　上記打撃フェースは中央領域、トウ領域、およびヒール領域を有し、上記中央領域は上
記溝の最もトウ側の部分から上記溝の最もヒール側の部分まで伸び、上記ヒール領域は、
上記中央領域のヒール側部がわにあり、上記トウ領域は上記中央領域のトウ側部がわにあ
り、
　複数の細密溝が上記打撃フェースに形成され、上記複数の細密溝の各々は上記打撃フェ
ースに渡って上記溝と平行に伸び、上記複数の細密溝の各々は０．５００ｍｍ未満の細密
溝幅を有し、上記細密溝幅は、各細密溝と上記前面表面との最も上の交点と、各細密溝と
上記前面表面との最も下の交点との間の距離であり、
　下側オフセット幅は、上記複数の溝の各々と上記前面表面との最も下側の交点と、上記
複数の細密溝と上記前面表面との最も近い交点との間の距離であり、上側オフセット幅は
、上記複数の溝の各々と上記前面表面との最も上側の交点と、上記複数の細密溝と上記前
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面表面との最も近い交点との間の距離であり、上記複数の溝の各々の上記上側オフセット
幅および上記下側オフセット幅は各々０．３５２ｍｍ以上であり、
　上記打撃フェースは複数の溝なし領域を有し、上記溝なし領域は上記複数の溝の対をな
す溝の間に位置づけられ、上記溝なし領域の各々は少なくとも３本の細密溝を有すること
を特徴とするゴルフクラブヘッド。
［技術的特徴１５］
　上記複数の溝の各々の上記上側オフセット幅および上記下側オフセット幅は各々０．４
０２ｍｍ以上である技術的特徴１４記載のゴルフクラブヘッド。
［技術的特徴１６］
　上記溝および上記細密溝が相互に交差しない技術的特徴１４記載のゴルフクラブヘッド
。
［技術的特徴１７］
　上記溝なし領域の各々は少なくとも４本の細密溝を有し、かつ８本より少ない細密溝を
有する技術的特徴１６記載のゴルフクラブヘッド。
［技術的特徴１８］
　上記溝なし領域の各々は５本の細密溝を有する技術的特徴１７記載のゴルフクラブヘッ
ド。
［技術的特徴１９］
　上記複数の細密溝は上記打撃フェースの上記中央領域に限定される技術的特徴１４記載
のゴルフクラブヘッド。
［技術的特徴２０］
　上記トウ領域に限定される複数の弧状の溝をさらに有し、上記溝、上記細密溝、および
上記弧状溝が相互に交差しない技術的特徴１４記載のゴルフクラブヘッド。
【符号の説明】
【００５５】
１　　ゴルフクラブヘッド
１０　　本体
１１　　打撃フェース
１２　　溝
１３　　ソール
１４　　トップライン
１５　　ヒール側
１６　　トウ側
１７　　ホーゼル
１８　　前面表面
２０　　溝カッター
３０　　細密溝
３２　　細密溝
４０　　溝なし領域
１２０　　細密溝カッター
ＯＷＡ　　上側オフセット幅
ＯＷＢ　　下側オフセット幅
ＧＷ　　溝幅
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